
中ち
ゅ
う

央お
う

区く

の
な
り
た
ち

新
しん

旧
きゅう

おもしろ合
かっ

戦
せん

電
でん

信
しん

機
き

服
はっ

部
とり

時
と

計
けい

店
てん

時
と

計
けい

塔
とう

　
銀
ぎん

座
ざ

四
よん

丁
ちょう

目
め

交
こう

差
さ

点
てん

角
かど

地
ち

（現
げん

・和
わ

光
こう

）
に建

た

っていた。今
いま

も銀
ぎん

座
ざ

の象
しょう

徴
ちょう

として有
ゆう

名
めい

だ。

明め
い

治じ

文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

のすがた
明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

は近
きん

代
だい

化
か

を目
め

指
ざ

して、西
せい

洋
よう

の文
ぶん

明
めい

や技
ぎ

術
じゅつ

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に
まねた。これにより、東

とう

京
きょう

には西
せい

洋
よう

風
ふう

の暮
く

らしが広
ひろ

がった。
このような世

よ

のなかの動
うご

きを文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

とよぶ。

＜生
せい

活
かつ

に取
と

り入
い

れられた文
ぶん

明
めい

＞
西
せい

洋
よう

の文
ぶん

明
めい

は上
じょう

流
りゅう

階
かい

級
きゅう

の人
ひと

々
びと

によって生
せい

活
かつ

に取
と

り入
い

れられ、それを一
いっ

般
ぱん

の人
ひと

がまねることで進
すす

んだ。
そして、横

よこ

浜
はま

などの開
かい

港
こう

場
じょう

から鉄
てつ

道
どう

（→p.84）などを通
つう

じて、まず東
とう

京
きょう

へ、そして全
ぜん

国
こく

へと広
ひろ

がっていった。

文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

のようすは、
当
とう

時
じ

のすごろく遊
あそ

びにも
えがかれていたんだ！

明
めい

治
じ

初
しょ

期
き

の日
に

本
ほん

橋
ばし

。かごは1
ひとり

人を2
ふたり

人
がかりで運

はこ

ぶため効
こう

率
りつ

がよくなかっ
たが、人

じん

力
りき

車
しゃ

は1
ひとり

人で2
ふたり

人を運
はこ

ぶこと
もできて効

こう

率
りつ

がよかった。

1874（明
めい

治
じ

7）年
ねん

、京
きょう

橋
ばし

と芝
しば

金
かな

杉
すぎ

橋
はし

（現
げん

・港
みなと

区
く

芝
しば

）の間
あいだ

に85基
き

のガス灯
とう

が立
た

てられた。

西
せい

洋
よう

から入
はい

ってきた舶
はく

来
らい

品
ひん

と、古
ふる

くから日
に

本
ほん

にあるものとが戦
たたか

っているようすがえがか
れている。近

きん

代
だい

化
か

を目
め

指
ざ

して、急
きゅう

速
そく

に西
せい

洋
よう

化
か

する世
よ

のなかを表
ひょう

現
げん

してえがかれた。

●洋
よう

装
そう

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

までは、男
だん

性
せい

も女
じょ

性
せい

も和
わ

服
ふく

すがただったが、ま
ず、軍

ぐん

隊
たい

や上
じょう

流
りゅう

階
かい

級
きゅう

の人
ひと

々
びと

を中
ちゅう

心
しん

にして、洋
よう

装
そう

（西
せい

洋
よう

風
ふう

の服
ふく

装
そう

）が広
ひろ

がっていった。

●牛
ぎゅう

なべ
牛
ぎゅう

なべは西
せい

洋
よう

の肉
にく

食
しょく

の習
しゅう

慣
かん

を日
に

本
ほん

流
りゅう

のなべ料
りょう

理
り

で取
と

り入
い

れたもので、大
だい

人
にん

気
き

だった。銀
ぎん

座
ざ

通
どお

りには牛
ぎゅう

なべを食
た

べさせる店
みせ

が多
おお

くできた。

洋
よう

服
ふく

は高
こう

価
か

で、
上
じょう

流
りゅう

階
かい

級
きゅう

の人
ひと

々
びと

しか
手
て

に入
い

れることが
できなかったのよ。

 洋
よう

装
そう

が広
ひろ

がるころ、男
だん

性
せい

の髪
かみ

型
がた

はちょんまげ頭
あたま

から、ざんぎり頭
あたま

（西
せい

洋
よう

風
ふう

の髪
かみ

型
がた

）へと変
か

わっていった。  太
たい

陽
よう

暦
れき

は地
ち

球
きゅう

が太
たい

陽
よう

の周
まわ

りを1周
しゅう

する周
しゅう

期
き

をもとにしてつくった暦
こよみ

で、定
てい

時
じ

法
ほう

は1日
にち

の長
なが

さを等
とう

分
ぶん

して時
じ

刻
こく

を決
き

める時
じ

法
ほう

。

●乗
の

り物
もの

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

までのかごはすがたを消
け

し、そ
れにかわる乗

の

り物
もの

として人
じん

力
りき

車
しゃ

が登
とう

場
じょう

した。
ほかにも乗

のり

合
あい

馬
ば

車
しゃ

や鉄
てつ

道
どう

馬
ば

車
しゃ

、自
じ

転
てん

車
しゃ

な
どの乗

の

り物
もの

が明
めい

治
じ

になって登
とう

場
じょう

した。

●ガス灯
とう

ガス灯
とう

のあかりは、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

までつ
かわれていた行

あん

灯
どん

や提
ちょう

灯
ちん

に比
くら

べてと
ても明

あか

るかった。町
まち

を明
あか

るく照
て

らす
ガス灯

とう

が立
た

てられたおかげで、人
ひと

々
びと

は夜
よる

でも行
こう

動
どう

できるようになった。
●時

と

計
けい

塔
とう

西
せい

洋
よう

の時
と

計
けい

が輸
ゆ

入
にゅう

され、新
あたら

しく建
た

てられた西
せい

洋
よう

風
ふう

の建
たて

物
もの

につけられたり、もとも
と建

た

っていた和
わ

風
ふう

の建
たて

物
もの

に
つけられたりして、近

きん

代
だい

化
か

の象
しょう

徴
ちょう

として流
りゅう

行
こう

した。

●電
でん

信
しん

電
でん

信
しん

とは文
も

字
じ

などの情
じょう

報
ほう

を電
でん

気
き

信
しん

号
ごう

に変
か

えて伝
でん

送
そう

する通
つう

信
しん

方
ほう

式
しき

。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

までの
飛
ひ

脚
きゃく

（→p.41）制
せい

度
ど

が、明
めい

治
じ

になって電
でん

信
しん

、郵
ゆう

便
びん

（→p.82）に変
か

わった。

暦
こよみ

と時
じ

間
かん

の
決
き

まりが変
か

わった
1873（明
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治
じ

6）年
ねん

、明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

は西
せい

洋
よう

に合
あ

わせて、暦
こよみ

を
太
たい

陽
よう

暦
れき

に、時
じ

間
かん

を定
てい

時
じ

法
ほう

に
改
あらた

めた。これにより日
に

本
ほん

中
じゅう

の時
じ

刻
こく

が統
とう

一
いつ

され、すべて
の人

ひと

が同
おな

じ時
じ

間
かん

を共
きょう

有
ゆう

する
ようになった。
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